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オ
オ
ス
ナ
グ
ル
ー
プ
は
、「
大
砂
行
政
労
務
事
務

所
」
を
核
と
し
、
人
材
派
遣
・
人
材
紹
介
会
社
「
株

式
会
社
ア
シ
ス
ト
」
等
の
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
構
成

さ
れ
る
企
業
。

　

代
表
者
の
大
砂
彰
氏
は
、
旧
山
崎
町
商
工
会
の
経

営
指
導
員
。
昭
和
六
十
三
年
、
三
十
四
歳
で
大
砂
行

政
労
務
事
務
所
を
開
業
し
独
立
し
た
。「
世
の
た
め
、

人
の
た
め
」
を
経
営
理
念
に
地
域
貢
献
の
意
識
も
高

く
、
現
在
で
は
同
事
務
所
は
、
社
会
保
険
労
務
士
・

行
政
書
士
と
し
て
兵
庫
県
播
磨
地
域
随
一
の
規
模
に

ま
で
な
っ
て
い
る
。　
　
　
　
（
関
連
記
事
・
四
頁
）

昭和33年３月10日 
第３種郵便物認可 〔 〕 第　615　号 兵庫県商工連会報 平成20年10月20日

 

■県連合会Letter ２～３頁
　・県青連ソフトボール大会
　・商工会Web活用研修会
　・金融担当者研修会

■商工会Letter ４～５頁
　・あなたのまちの元気な企業（宍粟市）
　・わっくわくぶらり市開催（神河町）
　・県立大学学生のインターンシップ受入（養父市）

■特集　  ６頁
　・地域力連携拠点支援事業（農商工連携）

「
経
営
指
導
員
」か
ら

         

「
事
業
主
」へ
の
転
身

〜
オ
オ
ス
ナ
グ
ル
ー
プ（
大
砂
行
政
労
務
事
務
所
）〜

（
宍
粟
市
）

写真上：大砂社長（左から５人目）と大砂行政労務事務所スタッフ　写真左下：個別相談に応じる大砂社長
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主な行事予定

11
月
の
こ
よ
み

７
日
㊎ 

監
事
会（
神
戸
市
）

12
日
㊌ 

県
女
性
連
第
2
回
幹

部
講
習
会（
神
戸
市
）

13
日
㊍
〜
14
日
㊎

 

経
営
革
新
支
援
研
修
会

（
丹
波
市
）

15
日
㊏
〜
16
日
㊐

 

商
工
会
等
職
員
昇
格
試
験

（
神
戸
市
・
朝
来
市
）

21
日
㊎ 

県
青
連
第
2
回
幹
部

講
習
会（
太
子
町
）

27
日
㊍ 

商
工
会
全
国
大
会

 

（
東
京
都
）

12
月
の
こ
よ
み

22
日
㊊ 

理
事
会

ひょうご「企業の森づくり」
環境への貢献のため、森林整備をお考えの企業や団体等の皆様の
お手伝いをします。

●活動フィールドの斡旋
●森林整備についての助言・提案・技術指導
●施業委託先の紹介

◆お問い合わせは◆

(社)兵庫県緑化推進協会
〒650-0012
神戸市中央区北長狭通5-5-18　県林業会館内
TEL 078-341-4070／FAX 078-341-4071

兵庫県農政環境部 環境創造局 豊かな森づくり課
〒650－8567
神戸市中央区下山手通5-10-1
TEL 078-362-3144／ FAX 078-362-3954

貯めて、使える。

県
青
連
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

加
東
市
商
工
会
青
年
部
が
優
勝

地
域
情
報（
事
業
所
情
報
）発
信
と
共
有
に
向
け
て

             

〜
商
工
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
活
用
研
修
会
〜

　

九
月
二
十
九
日
、
第
四
十
三
回
県

青
連
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
主
催
：

兵
庫
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会　

主

管
：
丹
波
市
商
工
会
青
年
部
）
が
丹

波
市
氷
上
町
「
氷
上
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
」
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

参
加
チ
ー
ム
は
十
チ
ー
ム
。
県
下

ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
八
チ
ー
ム
と
、
前

回
優
勝
の
淡
路
市
商
工
会
青
年
部
、

そ
し
て
ホ
ス
ト
の
丹
波
市
商
工
会
青

年
部
で
あ
っ
た
。

　

当
日
は
、
石
川
憲
幸
県
議
会
議
員
、

辻　

重
五
郎
丹
波
市
長
を
は
じ
め
、

多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
晴
天
に
恵
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
盛
大
な
開
催
と

な
っ
た
。

　

各
試
合
と
も
、
攻
守
に
好
プ
レ
ー

が
続
出
し
、
県
大
会
に
対
す
る
意
気

込
み
が
窺
え
た
。

　

決
勝
戦
に
は
、
加
東
市
商
工
会
青

年
部
と
篠
山
市
商
工
会
青
年
部
が
駒

を
進
め
、
加
東
市
商
工
会
青
年
部
が

　

県
連
合
会
は
九
月
五
日
、
神
戸

市
・
神
戸
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て「
商
工
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
活
用
研
修
会
」

を
開
催
し
、
二
十
八
名
が
参
加
し
た
。

　

本
研
修
会
の
目
的
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
商
工
会
の
情
報

発
信
の
取
り
組
み
の
支
援
。
今
回
は
、

県
連
合
会
に
お
い
て
も
普
及
推
進
し

て
い
く
シ
ス
テ
ム
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
」

の
習
得
を
目
指
し
た
も
の
。

　
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
」
は
、
会
員
事
業
所

が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
登
録
し
た
情
報
が
、
商
工

会
Ｈ
Ｐ
↓
県
連
合
会
Ｈ
Ｐ
↓
全
国
連

の「
一
０
０
万
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

Ｈ
Ｐ
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
自
動
的
に
更
新

さ
れ
る
も
の
で
、
情
報
発
信
力
の
強

化
が
期
待
で
き
る
。

　

当
日
は
、
ま
ず
、
長
崎
県
連
・
三

浦
氏
よ
り
「
Ｉ
Ｔ 

を
利
用
し
た
会

員
サ
ー
ビ
ス
」
の
説
明
が
あ
っ
た
。

同
県
連
は
、
事
業
所
情
報
発
信
は
も

ち
ろ
ん
、
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
お
り
、
先

進
事
例
と
し
て
、
参
加
者
は
皆
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
㈱
地
域
振
興
総
合
研
究

所
の
坂
木
氏
に
よ
り
、「
一
０
０
万

会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
成
功
事
例

を
取
り
入
れ
つ
つ
、
同
シ
ス
テ
ム
の

概
要
説
明
及
び
実
機
演
習
が
行
わ
れ

た
。

　

商
工
会
員
が「
自
社
の
Ｐ
Ｒ
の
場
」、

「
販
売
促
進
」「
電
子
広
告
」
と
し
て

同
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
ま
た
、
一

〇
〇
万
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
は
じ

め
と
す
る
会
員
支
援
ツ
ー
ル
が
経
営

サ
ポ
ー
ト
や
経
営
改
善
の
情
報
収
集

の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

全国技能グランプリ・兵庫　開催！
　平成21年3月、全国の熟練技能士が技の日本一を競い合う大会「全国技能グランプリ・兵庫」が、
神戸国際展示場をメイン会場として、開催されます。
　日本一の技を間近でご覧いただけるほか、併催イベントでは、親子でご参加いただけるものづく
り体験などでお楽しみいただけます。
　ぜひ会場へお越しください！
［会　期］平成21年3月20日～3月23日

　　　　　3月21日・22日　競技会・併催イベント
　　　　　20日　開会式、23日　表彰式

［会　場］神戸国際展示場、ワールド記念ホール
　　　 　県立神戸高等技術専門学院
［職種数］婦人服製作、畳製作、機械組立て、日本料理など31職種（予定）

　◆問い合わせ：全国技能グランプリ・兵庫　推進協議会事務局
　　　　　　　　（兵庫県能力開発課内）
　　　　　　　　電話　078-341-7711（内線 3723,3724,3725）

▲賞状を受け取る加東市商工会青年部

優
勝
を
か
ざ
っ
た
。
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－中小企業と共に45年－ 

県 共 済 
兵庫県火災共済協同組合  
兵 庫 県 共 済 協 同 組 合  

神戸市中央区中山手通７丁目28番33号（県立産業会館内） 

ホームページ 
078-361-8080(代)　Fax 078-371-6757

商工会の共済事業として会員の福利厚生をお手伝いする 

〒650-0023 神戸市中央区栄町通3-4-17
TEL 078-391-6315
http://www.hyogokenshin.co.jp/

いままでも　これからも　いつまでも

私たちは、兵庫県の皆さまとともに歩んでいく、
地域金融機関です。

ご融資の相談はご融資の相談は

お気軽に“お気軽に“ ”へ”へ

ご融資の相談はご融資の相談は

お気軽に“お気軽に“ ”へ”へ
イベントキャラクター
『ホッピー』

ご融資の相談は

お気軽に“ ”へ
■詳しくは窓口へおたずね下さい。

短
信

◆
九
月
十
一
日

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
交

流
研
修
会

◆
九
月
十
六
日
〜
十
七
日

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交

流
研
修
会

◆
九
月
十
九
日

第
二
回
商
工
会
職
員
県
連
帰
属
化

検
討
問
題
委
員
会

◆
九
月
二
十
五
日
〜
二
十
六
日

マ
ル
経
講
習
会
（
篠
山
市
）

◆
九
月
二
十
八
日

パ
ソ
コ
ン
財
務
会
計
主
任
者
試
験

◆
九
月
二
十
九
日

第
二
回
事
業
委
員
会

マ
ル
経
融
資
の
推
薦
事
例
等
を
修
得

                     

〜
金
融
担
当
者
研
修
会
〜

　

県
連
合
会
は
、九
月
十
七
日
（
水
）、

パ
レ
ス
神
戸
に
お
い
て
金
融
担
当
者

研
修
会
を
開
催
、
県
下
商
工
会
か
ら

四
十
一
名
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
近
年
、
中
小
企

業
の
経
営
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
、

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
貸
付

制
度
（
以
下
「
マ
ル
経
融
資
」）
の

申
込
件
数
が
減
少
す
る
な
か
、
同
融

資
の
取
り
扱
い
経
験
の
浅
い
職
員
が
、

同
融
資
の
利
用
に
よ
り
金
融
指
導
が

で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

た
。

　

講
師
に
国
民
生
活
金
融
公
庫
六
支

店
（
神
戸
、
神
戸
東
、
尼
崎
、
明
石
、

姫
路
、
豊
岡
）
の
融
資
課
長
を
招
き
、

マ
ル
経
融
資
制
度
の
概
要
、
同
融
資

の
制
度
改
正
等
の
概
要
、
融
資
推
薦

書
・
推
薦
付
属
書
の
記
入
及
び
検
討

ポ
イ
ン
ト
の
説
明
の
あ
と
、
事
例
研

修
が
行
わ
れ
た
。

　

推
薦
書
・
推
薦
付
属
書
の
記
入
や

事
例
を
中
心
に
実
践
に
則
し
て
行
わ

れ
た
本
研
修
は
経
験
の
浅
い
職
員
に

も
、「
商
工
会
に
戻
っ
て
前
向
き
に

融
資
推
薦
に
取
り
組
め
そ
う
」
と

い
っ
た
好
感
触
の
意
見
が
多
数
聞
か

れ
た
。

第7回 「すきっぷ２１－みんなの子育て」フォトコンテスト
親子のふれあいや、子育てをテーマにした写真を広く募集します。
応募規定　カラープリント2Lサイズ（127mm×178mm）又は

キャビネ判(130mm×180mm)
応募票に住所、氏名、年齢、電話番号、コメント（50
字以内）を明記し、作品裏に貼付。
応募点数1人1点、自作未発表作品に限ります。

　  賞 最優秀賞　　　　　1点　賞状、旅行券（5万円）　
優秀賞　　　　　　3点　賞状、旅行券（3万円）
サンテレビ賞　　　1点　賞状、賞品
ラジオ関西賞　　　1点　賞状、賞品
兵庫県商工会連合会特別賞　1点　賞状、賞品
ほか、特別賞 2 点や佳作として記念品が贈られ
ます。

発　　表　神戸新聞紙上（1月下旬予定）で発表し、入賞者の
み直接通知します。

締　　切　平成20年12月19日（金）必着
お問い合わせ・応募先

〒650－8571　神戸新聞社地域活動局
「すきっぷ２１－みんなの子育てフォトコンテスト」係
☎078－362－7052

　　　主催　神戸新聞社
　　　後援　「すきっぷ２１－みんなの子育て」支援会議
　　　協賛　デュオこうべ、兵庫県商工会連合会

ひょうご出会いサポート事業　こうのとりの会事業　会員募集
～素敵な出会いがあればそろそろ結婚を・・と考えている方を応援します～

ひょうご出会いサポート事業 協賛団体・会員団体・準会員にご登録ください

　少子化の大きな要因の一つである「晩婚化・未婚化の進行」に対する取り
組みとして、社会全体で結婚を応援するため、企業や地域団体等の協力を得
て、独身男女が交流する「出会いの場」を開催しています。

◆協賛団体：独身の男性、女性が交流できる「出会いの場」のイベントを企
画実施していただく県内の

ホテル、レストラン、地域団体など。
◆会員団体：県内の企業、団体、自治体など。独身社員等の方にイベントに
参加していただきます。

◆準会員（個人会員）：勤務している企業、団体などが会員団体に未加入の
方や個人事業者の方など。

こうのとりの会事業 会にご入会ください

　県内の調和ある発展をめざし、農山漁村部の男性と都市部等の女性が交
流する「出会いの場」を開催するとともに、農山漁村部の豊かな自然環境の
なかでの新しいライフスタイルづくりを支援します。

◆会員（個人会員）：日本在住の人。但し、男性は兵庫県内の農山漁村部にお
住まいの人。（農山漁村部～北播磨・但馬・丹波・淡路地域の全域と中播
磨・西播磨地域の一部）

■お問合せ■　ひょうご出会いサポートセンター（(財)兵庫県青少年本部内）
〒650-0011　神戸市中央区下山手通4-16-3  兵庫県民会館８Ｆ
Tel  078-891-7415　Fax  078-891-7418　e-mail:hyogo.deai@seishonen.or.jp
http://www.seishonen.or.jp/deai/deai.html
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あ
な
た
の
ま
ち
の
元
気
な
企
業
④

オ
オ
ス
ナ
グ
ル
ー
プ（
大
砂
行
政
労
務
事
務
所
）

あ
な
た
の
ま
ち
の
元
気
な
企
業
④

オ
オ
ス
ナ
グ
ル
ー
プ（
大
砂
行
政
労
務
事
務
所
）

〜
宍
粟
市
〜

〜
宍
粟
市
〜

企業概要
①企業名　オオスナグル－プ
　　　　　大砂行政労務事務所・労働保険事務組合　近畿商工センタ－
　　　　　株式会社アシスト・株式会社アシストビジネスパ－トナ－
②代表者名　大砂　彰
③住所　兵庫県宍粟市山崎町三津４６５番地２
④電話　0790－62－1772㈹　FAX　0790－62－5843
⑤U R L　http//oosuna-group.jp
⑥資本金　グル－プ総資本金  7030万円
⑦創業年　大砂行政労務事務所（昭和63年）　株式会社アシスト（平成10年）
⑧従業員数　大砂行政労務事務所  16名　アシスト管理社員  14名
　　　　　　派遣者社員  207名
⑨商工会員歴　宍粟市商工会  20年9ヶ月     福崎町商工会  3年
　　　　　　　加東市商工会　1年

　

オ
オ
ス
ナ
グ
ル
ー
プ
は
、「
大
砂

行
政
労
務
事
務
所
」
と
「
労
働
保
険

事
務
組
合
近
畿
商
工
セ
ン
タ
ー
」、

人
材
派
遣
・
人
材
紹
介
会
社
「
株
式

会
社
ア
シ
ス
ト
」
と
「
株
式
会
社
ア

シ
ス
ト
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
」
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

旧
山
崎
町
商
工
会
の
経
営
指
導
員

で
あ
っ
た
代
表
者
・
大
砂
彰
氏
が
、

「
親
孝
行
が
し
た
い
、
妻
子
を
借
家

住
ま
い
か
ら
脱
出
さ
せ
た
い
」
と
の

思
い
か
ら
独
立
開
業
し
た
の
が
昭
和

六
十
三
年
一
月
八
日
。
三
十
四
歳
の

時
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
二
十
年
、
現
在
で
は
、

大
砂
行
政
労
務
事
務
所
は
職
員
数
十

六
名
、
ア
シ
ス
ト
は
三
営
業
所
（
宍

粟
市
・
福
崎
町
・
加
東
市
）
に
管
理

社
員
十
四
名
、
派
遣
社
員
二
〇
七
名

を
擁
す
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
る
。

　

経
営
理
念

事
務
所
指
針

　

素
直
・
プ
ラ
ス
発
想
・
勉
強
好
き

経
営
理
念

　
「
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
な
れ

る
よ
う 

人
格
を
磨
き
、
人
の
喜
び

を
喜
び
と
思
え
る
人
生
観
を
育
み
、

謝
を
忘
れ
た
企
業
は
倒
産
し
て
い
る
。

成
功
す
る
た
め
に
は
、
感
謝
・
謙
虚
・

奉
仕
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
努
力

が
続
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
重
要
で

あ
る
。」

　

商
工
会
に
期
待
す
る
こ
と

　

大
砂
社
長
は
、
旧
山
崎
町
商
工
会

に
十
年
間
勤
務
し
、
経
営
者
と
し
て

の
原
点
は
商
工
会
で
学
ん
だ
事
だ
と

い
う
。

　

独
立
開
業
に
際
し
、
旧
山
崎
町
商

工
会
会
長
で
、
県
連
合
会
の
元
会
長

で
あ
っ
た（
故
）壺
阪
壽
氏
よ
り
賜
っ

た
「
小
さ
く
て
も
立
派
な
会
社
を
作

り
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
が
、
今
の

大
砂
社
長
の
精
神
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
社
長
は
こ
う
言
う
。

　
「
私
の
経
験
か
ら
、
商
工
会
職
員

は
立
派
に
経
営
者
を
導
く
こ
と
が
で

顧
客
の
信
頼
を
得
て
、
近
畿
ナ
ン

バ
ー
一
事
務
所
を
め
ざ
し
ま
す
」

社
是

　

感
謝
・
謙
虚
・
奉
仕

　
現
在
の
取
り
組
み
と
強
み
、自
信

　

オ
オ
ス
ナ
グ
ル
ー
プ
は
豊
富
な
知

識
と
情
報
収
集
力
を
活
か
し
、
毎
月

定
期
的
に
お
役
立
ち
情
報
を
四
紙
・

四
部
門
に
分
け
、
取
引
先
企
業
に
提

供
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
年
に
数
回
開
催
す
る
大
砂

行
政
労
務
事
務
所
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー

は
、
有
料
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
回

定
員
を
上
回
る
申
込
み
が
あ
る
。
神

戸
新
聞
、
産
経
新
聞
、
日
刊
工
業
新

聞
等
に
記
事
掲
載
も
さ
れ
、
大
き
な

反
響
を
呼
ん
で
い
る
。

　

ア
シ
ス
ト
は
、
地
域
密
着
型
の
派

遣
会
社
と
し
て
常
に
お
客
様（
企
業
）、

派
遣
社
員
の
立
場
を
考
え
、
採
用
に

お
け
る
マ
ッ
チ
ン
グ
を
重
視
し
た
事

業
を
展
開
。
派
遣
社
員
が
正
規
雇
用

さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
な
ど
、
地
域

貢
献
へ
の
意
識
も
高
い
。

　

ま
た
、
オ
オ
ス
ナ
グ
ル
ー
プ
の
特

徴
と
し
て
、
経
験
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
成
果
の
一
つ

と
し
て
開
発
さ
れ
た
、
人
材
マ
ッ
チ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
ジ
ャ
ス
ト
フ
ィ
ッ

タ
ー
」（
人
材
紹
介
の
判
断
シ
ス
テ

ム
及
び
判
断
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
は
、

平
成
二
十
年
八
月
に
特
許
を
取
得
し

て
い
る
。

　

今
後
の
方
向
性

　

オ
オ
ス
ナ
グ
ル
ー
プ
は
毎
年
一
月

に
「
事
業
計
画
発
表
会
」
を
開
催
し
、

社
員
と
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
た
目
標

を
設
定
、
社
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

大
砂
社
長
は
言
う
。

　
「
企
業
を
成
功
さ
せ
る
人
は
人
一

倍
の
努
力
を
積
み
、
そ
し
て
感
謝
の

気
持
を
も
ち
、
謙
虚
で
あ
る
。
だ
か

ら
成
功
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
仕
事
で
成
功
を
収
め
、

地
位
や
名
声
、
財
産
を
獲
得
し
た
た

め
に
、
努
力
を
怠
り
、
謙
虚
さ
・
感

き
、
ま
た
、
商
工
会
役
員
は
経
営
哲

学
を
語
る
こ
と
で
、
混
迷
し
て
い
る

商
工
会
員
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
職
員
は
、
経
験
と
知
識
を

活
か
し
、
自
信
を
持
っ
て
会
員
企
業

の
支
援
に
あ
た
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
」

 

▲セミナーで講演を行う大砂氏

▲㈱アシストスタッフの皆さん
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を
見
せ
た
。

　

特
に
、
昨
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

る「
銀
の
馬
車
道
リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト
」

で
は
、
水
車
で
有
名
な
「
神
河
町
」

Ｐ
Ｒ
の
た
め
、「
水
車
と
歴
史
め
ぐ

り
」
と
題
し
、
青
年
部
引
率
の
も
と
、

ク
イ
ズ
を
楽
し
み
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
実
施
。
参
加
者
は
自
然
と

ふ
れ
あ
い
な
が
ら
田
舎
の
秋
を
満
喫

し
た
。

　

本
年
四
月
に
合
併
し
誕
生
し
た
神

河
町
商
工
会
。
新
た
な
気
持
ち
で
取

り
組
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大
成
功
と
な
っ

し
や
香
美
町
海
産
物
即
売
等
、
内
外

か
ら
の
参
加
者
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
バ
ザ
ー
が
並
ん
だ
。
ま
た
、

人
気
の
「
と
ん
ぼ
道
中
」
が
本
年
度

は
三
体
出
演
、
そ
の
コ
ミ
カ
ル
さ
に

会
場
は
笑
い
の
渦
に
包
み
こ
ま
れ
た
。

　
「
か
も
レ
ー
ス
」
で
は
会
場
一
体

と
な
っ
て
一
着
二
着
を
予
想
。
ま
た
、

初
め
て
の
試
み
で
あ
る
神
戸
サ
ン
バ

チ
ー
ム
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
に
も
大
歓

声
が
上
が
る
な
ど
、
大
変
な
賑
わ
い

　

神
河
町
商
工
会（
谷
綛
忍
孝
会
長
）

は
、 

九
月
二
十
八
日
、
寺
前
商
店
街

界
隈
に
お
い
て
「
第
十
四
回
わ
っ
く

わ
く
ぶ
ら
り
市
」
を
開
催
し
た
。

　

寺
前
小
学
校
児
童
の
ダ
ン
ス
「
キ

セ
キ
」
と
、
太
鼓
保
存
会
や
津
軽
三

味
線
グ
ル
ー
プ
の
演
奏
が
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
飾
り
、
高
橋
修
委
員
長
と
谷

綛
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
賑
や
か

に
祭
り
が
始
ま
っ
た
。

　

会
場
で
は
、
会
員
商
店
の
大
売
出

た
。

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 県内商工会イベント案内 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
イベント名 開催日 概要 問合せ先

第14回
太子あすかふるさとまつり 11月3日(月・祝）

斑鳩寺からの時代パレード、漫才ショー、大道
芸、フリーマーケットなど盛り沢山で、毎年多く
の来場者で賑わいます。

太子あすかふるさとまつり実行委員会
ＴＥＬ 079-277-2566
（太子町商工会内）

学
生
の
目
線
か
ら
事
業
提
案

〜
養
父
市
商
工
会
〜

秋
の
青
空
の
下
、「
わ
っ
く
わ
く
ぶ
ら
り
市
」開
催

〜
神
河
町
商
工
会
〜

　

養
父
市
商
工
会
（
神
田 

武 

会
長
）

で
は
、
九
月
十
六
〜
二
十
日
の
五
日

間
、
市
内
会
員
事
業
所
六
社
の
協
力

を
得
て
、
兵
庫
県
立
大
学
経
営
学
部

学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ

た
。

　

こ
れ
は
、
今
年
度
で
四
年
目
を
迎

え
る
兵
庫
県
立
大
学
経
営
学
部
と
の

事
業
連
携
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
参
加
者
は
事
業
創
造
学
科

の
二
回
生
二
十
名
。

　

こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
特
徴

は「
双
方
向
性
」。学
生
の
単
な
る「
就

業
体
験
」
だ
け
で
は
な
く
、
企
業
に

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
学
生
は
現
場

の
第
一
線
で
就
業
体
験
を
積
む
一
方
、

従
業
員
と
の
交
流
や
お
客
様
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
い
、
外
部
の
目

線
か
ら
、
経
営
者
が
気
付
か
な
い
課

題
や
問
題
を
拾
い
出
す
。
そ
し
て
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
最
終
日
の
中
間
報

告
会
で
、
経
営
者
に
改
善
策
や
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
。

　

報
告
会
で
は
、
若
者
の
斬
新
な
感

性
に
よ
る
改
善
策
等
が
提
案
さ
れ
た
。

提
案
を
受
け
た
企
業
の
担
当
者
か
ら

は
、
与
え
ら
れ
た
短
い
時
間
の
中
で
、

様
々
な
意
見
や
提
案
が
あ
っ
た
こ
と

に
対
し
、
感
謝
の
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

今
回
の
中
間
報
告
書
は
大
学
へ
持

ち
帰
ら
れ
、
教
授
の
指
導
の
も
と
最

終
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
、
二
月
に

再
度
企
業
へ
提
案
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。

11月は適正計量を推進する月間です
食料品製造・販売業の皆様、

商品の内容量表示を今一度お確かめ下さい。

商品に、正しく計量された内容量 が表示されていますか？
食品の表示は、消費者が商品を選択する上でなくてはならないものです。
消費者が安心して買い物が出来るよう、正しい計量に努めてください。
内容量不足の主な原因
　１．風袋引きのミス
　２．自然減量への対策不足（野菜類の乾燥など）
　３．たれ等の添え物込み計量
兵庫県産業労働部産業政策局工業振興課　（電話 078-362-3344)

▲経営者と意見交換をする学生たち

▲会場をもりあげる“とんぼ道中”
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昭和33年３月10日 
第３種郵便物認可 〔 〕 第　615　号 兵庫県商工連会報 平成20年10月20日

基本的要件

1．中小企業者と農林漁業者が有機的に連携して実施する事業であること
「有機的に連携して実施する」とは、それぞれが、相手方は保有して
いないが自らは保有する経営資源を互いに持ち寄り、連携事業期間を
通じて、両者いずれもが主体的に参画すること

5．経営の向上・改善は、中小企業の経営の向上かつ農林漁業者の農林漁業
経営の改善が実現すること
中小企業者及び農林漁業者いずれも付加価値額が5年で5％以上向上
すること
中小企業者は総売上高が5年で5％以上増加する見込みであるこ
と、農林漁業者は農商工等連携事業に係る農産物等の売上高が5年
で5％以上増加すること

2．それぞれの経営資源を有効に活用すること
「経営資源を有効に活用」とは、両者の有する設備、技術、個人の有す
る知識及び技能その他ビジネスノウハウ、知的財産等が、本事業を実
施するために具体的に示されていることが必要

4．計画期間は、原則5年以内とする

3．新商品・新役務の開発、生産・提供又は需要の開拓を行うものであること

基本方針
主務大臣（農林水産大臣、経済産業大臣等）が、農商工等連携事業・支援事業の認定基準等を策定

申請 認定 申請 認定

農商工等連携事業計画
目的：中小企業者の経営の向上及び農林漁業者の経営の改善

中小企業者（商工業者に限る）と農林漁業者が共同で新
商品の開発等に取り組む事業計画を作成

支援措置
○中小企業信用保険法の特例
○小規模企業者等設備導入資金助成法の特例
○食品流通構造改善促進機構の債務保証
○農業改良資金助成法等に基支援措置づく貸付対象を
中小企業者へ拡大。償還期間・据置期間を延長。
○設備投資減税制度の創設
（7％の税額控除又は30％の特別償却）
○中小企業者に対する低利融資制度の創設
　（中小公庫・日本政策金融公庫）

農商工等連携支援事業計画
目的：中小企業者と農林漁業者との交流機会の提

供、中小企業者又は農林漁業者に対する農
商工等連携事業に関する指導、助言、その
他の中小企業者と農林漁業者との有機的連
携の支援

公益法人又はNPOが、農商工連携事業に取り
組む事業者等に対する指導・助言等の支援を
行う計画を作成

支援措置
○中小企業信用保険法の特例
（事業計画の認定を受けた公益法人又は特
定非営利活動法人は、中小企業信用保険の
対象になる。）

河野　勝利
こうの かつとし
【主な資格】
　中小企業診断士、ISO9001、
　14001 審査員補
【担当地域】
　丹波・阪神

応援コーディネーター紹介

【所属機関】
　㈱グリーン経営コンサルティング
【会員企業へのメッセージ】
　地域の活性化が期待されて久しい年月がたちま
す。後退局面に入った日本経済。それ以前から地
域は疲弊しています。私の７年間に及ぶ中小企業
への経営革新、創業、業務改善などの経験を活か
して、各地の商工会と連携をとり地域の中小企業
が元気になるように努めたいと思います。会員の
皆さん、どんどんご相談ください。
（※丹波・阪神地域担当の稲上応援コーディネーター
が退任されたため10月１日から後任として着任）

特
集
・
地
域
力
連
携
拠
点
支
援
事
業

新
事
業「
農
商
工
連
携
」

が
ス
タ
ー
ト

　
〝
異
分
野
連
携
〞
に
よ
る
地
域
活

性
化
施
策
が
始
動
。
経
済
産
業
省
と

農
林
水
産
省
が
双
方
の
強
み
を
活
か

し
な
が
ら
、
相
乗
効
果
を
発
揮
す
る

「
農
商
工
連
携
」
と
施
策
が
本
年
度

動
き
だ
し
た
。
例
え
ば
、
重
労
働
と

言
わ
れ
る
農
業
の
省
力
化
を
新
た
な

設
備
を
導
入
す
る
こ
と
で
図
り
、
商

品
が
売
れ
る
道
筋
を
つ
く
る
。
地
域

を
活
性
化
し
、
日
本
の
成
長
力
を
加

速
す
る
手
だ
て
と
し
て
注
目
が
集
ま

る
。
ま
た
、
経
済
産
業
省
が
中
小
企

業
向
け
に
展
開
し
て
き
た
施
策
を
、

農
業
従
事
者
に
も
使
え
る
よ
う
に
す

る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を

持
ち
寄
り
な
が
ら
、
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
、
新
た
な
商
品
を
次
々
生
み
出
そ

う
と
し
て
い
る
。

◆
農
商
工
連
携
の
ね
ら
い

　

平
成
二
十
年
五
月
、
農
商

工
等
連
携
関
連
二
法
「
中
小

企
業
者
と
農
林
漁
業
者
と
の

連
携
に
よ
る
事
業
活
動
促
進

に
関
す
る
法
律
（
農
商
工
等

連
携
促
進
法
）」、「
企
業
立

地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に

お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及

び
活
性
化
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
企

業
立
地
促
進
法
改
正
法
）」

が
成
立
し
た
。
中
小
企
業
者

と
農
林
漁
業
者
が
連
携
し
、

相
互
の
経
営
資
源
を
活
用
し

て
、
事
業
者
に
と
っ
て
新
商

品
や
新
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出

す
こ
と
。
工
夫
を
凝
ら
し
た

取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
経

営
改
善
が
見
込
ま
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
〝
異
分
野
連

携
〞
は
「
地
域
活
性
化
の
切

り
札
」
と
し
て
注
目
さ
れ
、

施
策
と
し
て
実
行
さ
れ
て
き

た
。
平
成
一
七
年
度
の
目
玉

施
策「
新
連
携
支
援
」は
分
野
の
異
な

る
事
業
者
同
士
が
手
を
組
み
、
新
事

業
を
生
み
出
す
仕
組
み
。
平
成
一
九

年
度
に
始
動
し
た
「
地
域
資
源
活
用

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
あ
ら
た
め
て
地

域
を
見
直
し
、
ま
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
な

ど
プ
ロ
の
力
も
借
り
な
が
ら
、
新
た

な
事
業
を
生
み
出
す
仕
組
み
。
す
で

に
新
連
携
、
地
域
資
源
活
用
と
も
新

商
品
開
発
に
よ
る
売
り
上
げ
実
績
が

着
実
に
出
始
め
て
い
る
。
そ
し
て
農

業
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
今
回
の
施
策

が
、
異
分
野
連
携
の
第
三
弾
と
な
る
。

◆
な
ぜ
今
「
農
商
工
連
携
」
な
の
か

　

少
子
高
齢
社
会
で
日
本
の
成
長
力

を
持
続
す
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
。「
日
本
の
中
小
施
策
は
世
界

一
」
と
言
わ
れ
、
日
本
の
中
小
企
業

施
策
は
世
界
に
も
類
を
見
な
い
ほ
ど

充
実
し
て
い
る
。「
施
策
を
使
い
倒

す
」（
甘
利
明
前
経
産
相
）
と
い
う

言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
作

り
上
げ
て
き
た
施
策
を
十
分
に
活
用

し
、
中
小
企
業
と
農
林
漁
業
者
向
け

の
施
策
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
展
開
が
拓
け
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
地
域

産
品
の
販
売
を
促
進
し
た
り
、
地
域

産
品
の
輸
出
を
強
化
し
た
り
す
る
な

ど
の
取
り
組
み
が
、
す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
。

◆
兵
庫
県
に
お
け
る
農
商
工
連
携
認
定
第
一
号

豊
岡
市
の「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」

に
よ
る
米
粉
を
用
い
た
食
品
の
開

発
・
製
造
・
販
売
（
中
小
企
業
者
：

丸
萬
中
源
㈱
、
農
林
漁
業
者
：
た
じ

ま
農
業
協
同
組
合
）
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